
山
口
県
医
師
会
報

新年特集号

炉辺談話

  平成31年(2019年 )

1月号
 － No.1901 －

新
年
特
集
号
・
炉
辺
談
話

●

平
成
31
年
１
月
号

●

N
o.1901



炉 辺 談 話
平成 31年 1月 第 1901 号

　　　 山口県医師会報2

新年特集号

表紙「床波の漁港」

　10年程前に描いたものですが、あの辺りはまだ懐かしい風景

が残っています。

裏表紙「スイス・レマン湖」

　三日月の形をした湖で、対岸の向こうにアルプスの一端が望

めます。光が反射した水面を描くのに苦労しました。
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　新年明けまして、おめでとうございます。

　平成の終わりの新年を迎えるにあたりまして、

会員の皆様方へ一言ご挨拶を申し上げます。

　少子高齢化の波がいち早く到来した山口県で

すが、会員諸氏のご協力により、この波にのみ込

まれずに済んでおります。しかしながら、いよい

よ 2025 年にはすべての団塊世代が 75 歳以上へ

到達することにより、山口県内の医師の高齢化が

ますます進み、しかも 45 歳以下の若手医師の極

端な減少という、危機的状況が迫ってきておりま

す。

　本年 10 月には消費税率が 10％に上がるもの

と考えられ、特に高額な医療機器を使用する病院

におかれては将来設計を考慮に入れつつ、その影

響を最小限にくい止める方策を、日本医師会と共

に考えていかなければいけません。

　また、5 年間の猶予期間があるとはいえ、医師

の働き方改革については、医師の人生設計に及

ぼす影響も大でありますが、算定手法や教育・診

療・研究の区別が特に大学病院や教育病院では困

難であり、今後、検討課題として表面に現れると

考えます。その際は、医師としての意見が重要な

factor となるに違いありません。

　地域医療構想及び各医療圏での調整会議では、

郡市医師会の会長諸氏が議長を務められている

と存じますが、表面上の用意された討議だけでな

く、医療側の長年の検討事項もふまえて、より現

実的な、より率直な生の討論をしていただき、地

域医療の崩壊を防止くださるよう切にお願い致し

ます。

　昨年度から開始された地域包括ケアにおいて

は、多職種の連携が焦点に据えられてはおります

が、在宅医療や看取りの問題は、山口県において

は独居や老人施設が多く、医師の存在無くしては

成り立たないものであり、地道な方法ではありま

すが、数十年前の医師の如く、こつこつと往診を

成し遂げていく方法がこれらの問題を解決する一

番の近道ではないかと考えています。さらに医師

同士の連携など、新しい時代に合ったスキルがあ

れば、進めてほしいと思います。

　山口県は、特定健診や各種の癌の検査率が全国

でも最下位に近く、われわれの力で疾病予防に着

手することは重要なことであり、また、地道なこ

とではありますが、会員諸氏のご協力をお願いす

るものであります。

　県内の医師定住が進まない現状に鑑み、この

4 ～ 5 年は何とか現状の医師で乗り切ることは可

能と考えますが、将来に過恨を残さないように、

「オール山口」で医師数の増加に取り組むことが

最重要であり、皆様方のご協力・ご支援を重ねて

お願いして、新年のご挨拶といたします。

年頭所感年頭所感
山口県医師会長山口県医師会長師会長 河 村 康 明河 村 康村 康 明明
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　明けましておめでとうございます。会員の皆様

におかれましては、健やかに新年をお迎えになら

れたこととお慶び申し上げます。

　昨年は 7 月の西日本を中心とする記録的な豪

雨や 9 月に近畿地方を中心として甚大な被害を

もたらした超大型の台風 21 号、更にはその直後

の北海道胆振地方で発生した地震など、さまざま

な災害が相次ぎ、多くの方々が被災され避難生活

を余儀なくされる事態が続きました。日本医師会

では、JMAT を派遣するとともに支援金等を呼び

掛けましたが、全国の会員を始め、多くの皆様に

ご協力いただき、改めて厚く御礼申し上げたいと

思います。

　メディアでは「これまでに経験したことのない

ような大雨」や「25 年ぶりの非常に強い勢力の

台風が列島上陸」など、日頃聞きなれない表現が

あふれかえり、従来の対策では太刀打ちできない

場面が増えております。自然の猛威と人間の英知

の戦いのようですが、被災者を支える医療は自然

の猛威に屈するわけにはまいりません。いかなる

災害も凌駕し、迅速に医療を提供できるよう準備

しておく必要があります。

　日本医師会ではその一環として、昨年、「防災

業務計画」と「JMAT 要綱」を改正し、従来の

「JMAT」に加え、「統括 JMAT」「先遣 JMAT 機能」

「統括 JMAT の条件、役割」等を明記いたしまし

た。北海道胆振地方の地震では、初めて「先遣

JMAT」を派遣しましたが、「先遣 JMAT」が現地

で得た情報がその後の JMAT の派遣を検討する

上で非常に有益であり、今後の活動に示唆を与え

るものとなりました。

　また、平時からの災害医療に関する教育や研修

体制の整備に加え、かかりつけ医機能を中心とし

た地域連携の強化も不可欠と考えています。昨年

10 月には、「防災推進国民大会 2018」の一環と

して日本医師会主催によるセッションを開催しま

したが、その中では、超高齢社会が到来し、「医

療的ケア児」等も増えている中で、災害時に要配

慮者の生命や健康を守るためには、地域包括ケア

によるまちづくりが最大の災害対策であり、それ

が、ソフトパワーによるナショナルレジリエンス、

すなわち国土強靱化であることが改めて確認され

たところです。

　災害対策の意味からも、引き続き、かかりつけ

医機能研修制度を充実させ、関係各所との連携を

密に図りながら、かかりつけ医を中心とした地域

包括ケアシステムの構築に全力を尽くして参りた

いと思います。

　一方で、同じ 10 月には、日本医師会にとって

大変嬉しい知らせが飛び込んで参りました。京都

大学高等研究院副院長／特別教授 本庶 佑 先生の

ノーベル医学生理学賞受賞です。日本人による本

賞の受賞は 2 年ぶりで、5 人目の快挙です。日本

医師会の会員でもある本庶先生とは日頃から大変

懇意にさせていただいており、平成 28 年 10 月

にはご多忙の折、会内に設置した「医師の団体の

在り方検討委員会」の委員長をお引き受けいただ

きました。先生の強いリーダーシップの下で、「行

政から独立した医師全員が加盟する団体が必要で

ある」等、大変示唆に富んだ力強い４つの提言を

取りまとめていただきましたことは、われわれに

とっても貴重な財産となっております。

　この受賞と時を同じくして 11 月には、「日本

医師会設立 71 周年記念式典並びに医学大会」に

年頭所感年頭所感
日本医師会長日本医師会長会会長 横倉 義武横倉 義武倉 義武
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おいて、医学・医療の発展に貢献してきた方にお

贈りする日本医師会最高優功賞を受賞され、「驚

異の免疫力」と題する特別講演を賜わりました。

　昨今、基礎医学の分野では、政府の補助金削減

や成果を出すまでに多くの時間がかかるなどの理

由により、研究者の減少が叫ばれております。し

かし、今回受賞の対象となった先生の「がん免

疫療法」は、従来、治療の手立てのなかった世界

中の多くの患者さんにとって命と夢を与えたばか

りでなく、基礎医学研究の重要性を訴えた強烈な

メッセージになったと思えてなりません。日本医

師会といたしましても、臨床を支える基礎医学に

携わる方々が立派な研究成果を生み出せるよう、

医療界のみならず社会全体に働き掛けて参りたい

と思います。本庶先生には引き続き研究の先頭に

立って、後進の指導等にも当たっていただきたい

と思います。

　そして、私ごとではございますが、皆さんのご

支援の下、平成 29 年 10 月に就任させていただ

きました世界医師会（WMA）会長の職務を無事

全うすることができました。会長を務めた 1 年

間には、アメリカ、中国、バチカン、スイスなど

14 か国に及ぶ国々を訪問させていただき、「終末

期医療」「One Health」「生活習慣病」などをテー

マとする会合において、ユニバーサル・ヘルス・

カバレッジ（UHC）、すなわち「すべての人が、適

切な健康増進、予防、治療、機能回復に関するサー

ビスを、支払い可能な費用で受けられる」ことを

提唱させていただきました。わが国では国民皆保

険により、これが実現されておりますが、引き続

き、その推進に向けた取組みを進めて参る所存で

す。

　この間、特に印象的であった出来事は、同年

12 月、東京における「UHC フォーラム 2017」

で来日された世界保健機関（WHO）のテドロス

事務局長との出会いであります。この出会いによ

り、WHO と WMA は今後、連携・協力を更に深

め、UHC を含む国際保健におけるさまざまな課

題に取り組んでいくことを確認でき、また、平成

30年4月には、ジュネーブのWHO本部において、

覚書を締結することができました。その中では、

両組織における優先目標が、UHC の達成と緊急

災害対策の改善であると明記することができまし

たが、今回の覚書の締結は国際保健分野における

WMA のプレゼンスを高め、WHO との関係を強

化する新たな契機になったと思っております。

　また、同年 9 月末にニューヨークの国連本部

で行われた国連総会非感染性疾患（NCD）に関

する第 3 回ハイレベル会合でスピーチできたこ

とも貴重な体験となりました。私は、認知症患者

さんを医師が寄り添って地域で支える仕組みを紹

介するとともに、成人になってからの生活習慣病

を予防するために、小児期における肥満を防ぐな

ど、早い時期からの学校保健、学校医を通じた教

育の必要性を訴えましたが、子どもの肥満対策は

途上国、先進国問わず、大きな課題であったため

です。

　わが国では、人口減少社会に突入しておりま

すが、世界的にみるとアフリカ等では、人口が増

加しており、未だ世界人口の半分が、健康を守る

ための質の高い基礎的医療サービスにアクセスで

きていないと言われています。「社会的共通資本

としての医療という時、社会を構成するすべての

人々が、老若、男女を問わず、また、それぞれの

置かれている経済的、社会的条件にかかわらず、

その時社会が提供できる最高の医療を受けること

ができるような制度的、社会的、財政的条件が用

意されている必要がある」。これは、経済学者の

故 宇沢弘文 先生の言葉でありますが、医療の本

質、言い換えれば、あるべき医療の姿がここに示

されており、まさに UHC の達成により得られる

ことだと考えています。

　そして、病気を診ることだけが医師の仕事では

ありません。より安全で質の高い医療を提供する

ためにも、患者さんはもちろんですが、その人生、

家族、住んでいるまちを含めて大きな視点から見

ることが大切です。加えて、世界に先駆け超高齢

社会を迎えたわが国では、人生 100 年時代に向

け、健康寿命の更なる延伸が求められています。

その実現のためにも予防・健康づくりに向けた取

組みに、かかりつけ医がより積極的に関与してい

く必要があります。

　繰り返しになりますが「健康寿命の延伸と地域

包括ケアシステムの構築」、これが今、われわれ
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の最も重要な目標であると同時に、これから超高

齢社会を迎える国々に対するわが国からのメッ

セージでもあると思っておりますので、引き続き

のご協力をお願いいたします。

　最後になりますが、今年は 4 月に天皇陛下が

御退位され、皇太子殿下が御即位されます。こ

うした歴史的な年に、「第 30 回日本医学会総会

2019 中部」が 4 月 27 日より名古屋市で「医学

と医療の深化と広がり～健康長寿社会の実現をめ

ざして～」をメインテーマに開催されますことは

大変喜ばしいことであり、会員の皆様にはぜひご

参加いただきたく存じます。

　新たな時代の幕開けに当たり、会員の皆様の日

本医師会の活動に対する深いご理解と絶大なるご

支援を賜りますようお願い申し上げ、年頭のごあ

いさつとさせていただきます。本年もよろしくお

願い申し上げます。

　医師に関する求人の申込を受理します。

　なお、医師以外に、看護師、放射線技師、栄養士、医療

技術者、理学療法士、作業療法士も取り扱います。

　最新情報は当会 HP にてご確認願います。

　問い合わせ先 : 山口県医師会医師等無料職業紹介所

　　　〒 753-0814　山口市吉敷下東 3-1-1

　　　　山口県医師会内ドクターバンク事務局

　　　　　TEL：083-922-2510　FAX：083-922-2527

　　　　　　E-mail：info@yamaguchi.med.or.jp

山口県ドクターバンク
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　坂本竜馬は高知城下の才
さいだに

谷屋という豪商の生ま

れです。商家ながら坂本家は代々、郷士株を買っ

て生活していた裕福な一族でした。竜馬は末弟と

して生まれ、乙女姉さんという実姉に幼いころか

ら育てられました。乙女姉さんは 170 ㎝を超え

る体格で「御
お

仁
に

王
おうさま

様」とあだ名された偉丈夫です。

彼女の容姿が仁王像に似ていたからでしょう。

　当時の彼女の写真が現存していますが、骨格雄

偉な婦人で芯の強さを感じさせる顔立ちです。剣

術や薙刀は皆伝に達し文武両道の女傑でしたが、

結婚運が悪く、離婚した後は実家に戻って竜馬を

育てています

　幼いころの竜馬は泣き虫でよくオネショをした

という有名な逸話があります。実母が早世したた

め乙女姉さんが母親代わりに武家としての厳しい

教育をしたようです。

　彼女は竜馬にとっては実の母親以上の存在だっ

たようで、乙女姉さんへの手紙が一番多く残って

います。

　現在、竜馬の手紙は秀吉と共に書簡文学の最高

傑作とされています。

　両者とも文面に俗語や方言が多用されているた

め、妻や姉に対しそれぞれが愛情豊かな表現内容

になっていて、読み手の情に強く働きかけるもの

があります。

　幕末の土佐藩は山内侍と呼ばれる上士階級と長

宗我部侍と呼ばれる郷士階級が互いに反目してい

ました。これは関ヶ原の勝ち組と負け組を意味し

ますが、上士の無礼打ちが許されるほど上下関係

が大変厳しかったようです。

　ちなみに、武市半平太は白札と呼ばれる準士官

階級に属しています。

　さて、幼少期の竜馬の愚鈍さを心配した兄の権

平が高知城下の剣術道場に通わせました。メキメ

キと腕が上達したため、権平は江戸の千葉定吉の

道場に入門させましたが、定吉は北辰一刀流開祖

の千葉周作の実弟で「千葉の子天狗」と呼ばれた

有数の剣客でした。江戸遊学の際、竜馬に送った

権平の手紙が現存しています。

坂本竜馬と明治維新

徳山　　篠原　淳一
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　「男児の志を遂げるまでは土佐に帰らずしっか

り剣術に励みなさい」という内容で、竜馬を思

う親心がひしひしと伝わる文面です。このような

深い兄弟愛に恵まれてのびのびと育った竜馬でし

た。

　江戸に剣術修行に赴いたころは身長 170cm と

当時としては大男に成長しています。数年で北

辰一刀流の免許皆伝に達し千葉道場の塾頭にまで

登りつめてますが、もともとの拳銃好きで実戦で

の斬り合いは生涯に一度もなかったようです。戦

闘場面では必ず拳銃で応戦し、刀を抜いての応戦

は記録にはほとんどありません。性格的に斬人斬

馬が嫌いだったのでしょう。拳銃の腕は百発百中

だったようです。

　竜馬の写真が現存していますが、茫洋とした風

貌で当時珍しかった靴を履き懐手したものです。

懐には拳銃を持っていたのではと推測されます。

生来の近視があったため遠くを見つめるような眼

差しで、いかにも土佐風の男性的風貌です。

　女性関係もなかなか賑やかで、千葉道場での修

行中、千葉定吉の娘の佐那子と恋愛関係になり結

婚まで約束したようですが結局、竜馬は出奔して

しまいます。佐那子は最後まで自分の夫だと信じ

ていたらしく、現在も信州の地に「坂本竜馬妻」

という墓標が残っています。いやはや、なんとも

気の毒な話です。

　お龍さんとの関係はみなさん御存知の通りで

す。乙女姉さんへの手紙にも「なかなか面白き女

にて・・・」といった文面がみられます。煮炊き

や掃除が全然だめだったそうで、茶道などの芸事

が得意な気の強い女性でした。写真が現存してい

ますが細面の京美人です。あの有名な寺田屋事件

でも幕府の役人が寺田屋に踏み込もうとした際、

入浴中の彼女が階段を駆け上がって竜馬と長府藩

士の三吉慎蔵にいち早く報告しています。竜馬は

踏み込んできた捕縛吏に対しピストルで応戦しま

したが左手の親指に深手を負い、出血多量ながら

かろうじて薩摩藩屋敷に逃げ込みました。竜馬は

薩摩藩側に丁重に保護され、疵療養のため藩内の

温泉にお龍さんともども出向きましたが、これが

我が国最初の新婚旅行とされています。

　この旅行の様子を乙女姉さんに手紙で報告して

ますが、図入りの楽しい内容です。いかにも竜馬

らしい手紙と私は思いました。

　江戸留学の際、勝 海舟との出会いがその後の

竜馬の運命を決定づけました。

　ある日、千葉定吉の長男の重太郎とともに暗殺

目的で勝 海舟 邸に赴きましたが、逆に現在の日

本の貧弱な国情について諄々と説得されて、その

場で海舟に弟子入りしています。

　「今の幕府はもう屋台骨が古すぎて日本を救え

ない。国内諸藩が力を合わせてアメリカやロシア

に立ち向かわないと日本は潰されてしまうよ」と

いった内容でした。海舟は御家人という下級士族

ながら歯に衣着せぬ発言が多かったようで、慶喜

公とは最初から相性が悪かった人物です。竜馬は

海舟の妹婿の佐久間象山や肥後藩出身の横井小楠

を紹介され、当時の世界の状況について耳学問な

がら世界知識を得ています。

　また、彼は土佐藩脱藩後は同じ脱藩浪士を集め

て「海援隊」を創設しました。

　その後、犬猿の仲の長州藩と薩摩藩を結びつけ

た「薩長連合」に奔走したことは有名な話です。

米不足の薩摩藩と武器不足の長州藩との間でそれ

ぞれ足りないものを交換させたのが竜馬のアイデ

アでした。この結果、お互いの憎悪が解けて薩長

連合が成立し、両藩は武力討幕へと動いていきま

す。

　その後は「大政奉還」という難事業に取り組ん

でいます。諸侯会議の席で土佐藩代表の後藤象二

郎は幕府の政治を朝廷に返上するように慶喜に求

めています。後藤象二郎は竜馬の長年の盟友でし

たが、諸侯会議直前に「朝廷へ政権返上を促すよ

う強く説得するように」との竜馬の根回しがあっ

たようです。結局、慶喜公は朝廷に政権を返上す

ることになります。

　竜馬という一介の脱藩浪士がこういった大掛か

りな政治活動を行ったわけです。

　大変な行動力ですが、この後も有名な船中八策

を立案し後藤象二郎に提示しています。これは大

政奉還後の新国家案ですが、海援隊士の長岡謙吉

が筆記した実物が現存しています。土佐藩はこれ

を藩論として薩摩藩と盟約を結びました。こうし



炉 辺 談 話
平成 31年 1月 第 1901 号

　　　 山口県医師会報10

新年特集号

て薩長土肥という武力討幕派が成立していくわけ

です。

　船中八策の原案は、どうも当時のアメリカ政治

をモデルにしたと推測されますが、横井小楠や佐

久間象山など、当時の外交通からの情報と考えら

れます。この後、この船中八策は明治憲法の基本

骨格になっています。

　その後、竜馬は越前藩の松平春嶽公のもとに出

向き「貴藩三岡八郎殿（のちの由利公正公）を新

政府の財政担当者として推挙したい」と申し出て

います。これは大政奉還後の新政府陣容つくりの

一端でした。幕末当時は財政通が国内に稀でした。

三岡は当時の越前藩の逼迫した藩財政を立て直し

たことで有名だったため、竜馬が第一に推挙した

ようです。

　竜馬はもともとが商家出身でのびのびと育った

ため、武家のような固定観念もなく自由な発想が

できた当時としては稀有な人物でした。

　こういった大事業が終わった直後の慶応 3 年

に、京都近江屋で中岡慎太郎と共に暗殺されてい

ます。当時、竜馬暗殺後に最初に現場に駆け付け

たのが海援隊士の伊達陽之助（のちの陸奥宗光公）

でした。最初は新選組が疑われましたが、幕府の

警察組織「見廻組」が犯人というのが定説になっ

ています。竜馬は自身が幕府に付け狙われている

と知っていたようですが、維新の夜明けを見るこ

ともなく無念の最期を遂げました。北辰一刀流の

免許皆伝の腕を持ちながら、あっけなく暗殺され

てしまったのです。

　竜馬の本音は政治参加ではなく、どうも「海

援隊を率いて世界相手の貿易事業をしたかったの

ではないか」と現在は考えられています。当時の

竜馬の言動にそういった内容が散見されるためで

す。

　勝 海舟は明治維新後に「大政奉還？あれは竜

馬が全部一人でやったことだよ」と告白していま

すが、これだけの大仕事の後、30 歳の若さで天

に召されたのはまさに天命であり、竜馬は維新史

の奇跡だといえます。

参考文献：

「竜馬がゆく」司馬遼太郎　

「氷川清話」など　勝 海舟　
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平成 30年 7月 6日（金）・水害前日

　その日、私は午後の診療を終え、玖珂地域に訪

問診療に出務しておりました。今思えば、かなり

の雨が降っていたと感じております。帰路は雨混

じりの曇天の中、島田川沿いに周東町から光市方

面に向かって下りましたが、島田川の水位の上昇

のためか、普段、運転中に川面を見ることはない

のですが、この日は土手を越えそうな勢いで川が

流れているのが目に映りました。

　当院は、島田川の土手のすぐ側にグループホー

ム（９名）とデイサービスが位置しており、中庭

を挟んで県道側に自宅・外来・病棟（19 床／現

在は医療療養病床４床・介護医療院 15 床）があ

ります。

　夕方には島田川の水位は警戒レベルに達してい

たでしょう。グループホームの施設長が周南市に

帰宅しようとしていたのですが、豪雨のために交

通渋滞でとても帰りきれないと判断し、戻ってま

いりました。夜６時頃だと思いますが、危険性が

増したと判断し、グループホーム９名を病棟の２

階に避難させました（グループホームの職員は当

直ヘルパーと施設長の２名）。

７月７日（土）・水害当日

　６日夜８時～翌日午前２時頃まではそのまま状

況をみておりましたが、２～３時に車のタイヤが

水に浸かり始めたので、車を移動させました。（最

終的には、医院の車３台と職員の車２台の計５台

が使用不能となりました。）

　３時に緊急サイレンが鳴っておりましたが、そ

の意味は認識不足でわかりませんでした。（状況

から判断すれば、島田川の氾濫は想像できます。）

　４～５時に床上浸水が始まりました。当院の

病床は１階が 10 床、２階が 9 床ですが、１階の

平成 30年 7月 7日　水害発生

光市　　河村　康明

左側：水害前、右側：水害後
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10 名を２階に移動させることにしました。

しかし、停電が発生しエレベーターが動か

ないので、全員で患者を２階に移送しまし

た（家人３名、病棟当直２名、グループホー

ム当直２名の計７名で垂直移動）。午前７時

頃には床上 35cm に達し、午前８時頃より

徐々に引き始めました。

　この間、午前５時半頃、給食室の管理者

が消防団に引率され到着しました。後の話

とはなりますが、当院が水没の中心に位置

したため、当院のスタッフは 10 時半頃に

なって通行止めの解除で徐々に到着しまし

た。ただし、５名は自分の家も災害に遭っ

ているため、避難場所等へおり、登院不可

能でした。

　夜が明け始めた午前５時頃の状況は、前の県道

が濁流となり、車やクーラーボックス、サッカー

ボール等が流れていたのが見えました。院内では

パソコン類を中心に水没しないように高所に移動

させましたが、動かせないコピー機、また、レン

トゲン装置等は使用不能になりました。その後、

流入したヘドロとの闘いが連日続くことになりま

した。

　呆然としていたので全員は思い出せませんが、

さまざまな医療機関、諸団体、ボランティアの人

にお世話になり、筆舌に尽くし難いほどの感謝の

念でいっぱいです。

　水害後、使用不能となったのは、

　①医療機器ではレントゲン関係、検査機器

　②高圧受電設備（キュービクル）

　③スプリンクラー室外装置

　④エレベーター

　⑤電話、ファクス

　⑥給湯器

　⑦エアコン

で、多くの物は基盤が水没したことによる被害で

す。今後の対策としては、基盤の位置を高くする

以外にはないでしょう。幸い水道は無事だったの

で、電気も当日午後には復旧し、何とかなりまし

た。発電装置やゴムボートの必要性も感じました。

７月８日（日）

　この日は一日中、ヘドロとの闘いに終始しまし

た。

７月９日（月）

　午前中はヘドロを掻き出すことに努めていまし

たが、午後は、院長は居ても役に立たないという

ことで、訪問診療（上関・柳井・徳山）に出まし

た。ただし、いたるところで道路が寸断されてい

て、特に光→下松間の山陽本線が不通となったこ

とによる車の大渋滞が起きていました。
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7 月 10日（火）～ 11日（水）

　診療を開始しましたが、駐車場にヘドロや家具

が積み重なっており、受診を遠慮してしまうのか

患者は少なかったです。

7 月 12日（木）

　この日より仮の診察室を設け、外来診療を再開。

後日談

・看取りの段階に入っていた終末期の患者の家族

　から突然、他院に変わりたいとの要望が出され

　（とても転院できる状態ではないのに）、患者家

　族の心理を垣間見ました。

・罹災届証明書を行政に提出しましたが、損保関

　係は２週間以内に入金まで完了するのに比し

　て 1 か月以上かかり、まさしく行政だなと感

　じた次第です。

・被災当日から、見舞いや差し入れを持って、大

　勢の人が来られました。ありがとうございまし

　た。

　おかげさまで、盆過ぎに正常復帰しました。当

院のスタッフで被災をした者も、自宅を後回しに

して復旧に手を貸してくれました。私の大切な人

財です。重ね重ねありがとう。

歴史は語る

　当院の下流 200 ｍくらいの所に、高さ 20 ～

30 ｍの小高い丘があります。現在は自治会長を

イノシシ、民生委員をタヌキが務めておりますが、

そこは古墳時代の土器の破片が現在でも出土して

おります。私も中学生の頃は将来の考古学者を目

指して土を掘っておりました（男のロマンです）。

　その場所は現代で例えるならば○○台とか△△

ニュータウンなのでしょう。古代の人は川が氾濫

するのを想定し、この丘の上で生活していたのだ

と思います。古代の人は水の恐ろしさをちゃんと

理解していたようです。
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中華料理を初めて食べる

岩国市　　藤本　典男

　台湾台北の民生東路一段 52 号にある「鼎極魚

翅」 （フカヒレ、アワビ料理専門店）という店が

ある。店長は肥えた中年女性であった。私は大阪

にも 15 年ばかり住んだこともあったが、貧乏な

サラリーマンで名のある中華料理店に行ったこと

がなく、フカヒレどころか、まともなアワビさえ

も食べたことがなかったのである。

　中華料理屋と称するものには少なくとも数回は

行っているに違いないが、思い出せる料理は鶏肉

の揚げたもの、八宝菜、チンジャオロース、酢豚

くらいのものである。

　だから台湾の台北で、どうしたはずみか真面目

なこの種の料理を初めて食べたので、普通の人か

ら見れば、こうしたばかばかしいようなことを書

く気になったのである。

　台湾の 3 泊 4 日の旅行をしたのも、実は上海、

無錫、蘇州に行く予定を北朝鮮がミサイルをたび

たび打ち上げるので、阪急公社が募集したこの旅

行を取りやめることになったためである。

　せっかく休みをもらっているのに、どこか行く

所はないか、となって安全な所へということで、

台湾になった。

　20 年ばかり前に台北には来たことがあったが、

少し南の高雄までという事にしたのである。台北

から台湾新幹線に乗って高雄まで行くのかと思っ

たら、中台市という大きな都市があり、そこま

で旅行業者の車で行き、そこで 1 泊し、そこか

ら台南市まで行き、さらにバスに乗って高雄市に

入ったのである。

　そして、高雄市では左営慈済宮龍虎塔（Dragon 

and Tiger Pagodas）という、いかにも中国的な

建物のある広大な公園まで訪れたのであった。そ

れが JTB の予定表に入っていたらしい。

　まあ、その間のスケジュールときたら、80 歳

を過ぎた私には過密すぎて、ろくにその旅程を覚

えることもできないほどのものであったが、何し

ろガイドの JTB 職員（この地の女性）が熱心に

台湾を紹介するので、やむなく旅程を何とかこな

したものである。

　この人は日本語も上手で、台湾の歴史をよく勉

強しているうえに、ガイドの仕事が好きとくるか

ら手に負えない。

　しかし、彼女のおかげでまともな中華料理が食

えたのだから、感謝しなければならない立場には

ある。

　高雄から新幹線で 2 時間ばかりかけて台北の

The Landis（台北亜都麗緻大飯店）に夕方ごろ着

き、台北の有名な店で飯を食い、6 人の共に旅行

した人達と長話をして帰ると、翌日の午後 2 時

過ぎには日本へ帰るために飛行場に行くことに

なっていて、少なくとも午前中は暇なのであった。

　しかし、何しろこの街のこともわからないので、

私の連れがガイドさんに電話して何処かに連れて

行くように頼んだらしい。まさか、中華を食べる

とは思わず、バイキングの朝食をしこたま私は食

べていたのである。旅行に出かけてから、私は食

欲が盛んになっていたのであった。元来が外国旅

行が好きで、英語を使う機会が増えるためであろ

う。

　余り大きくはない店で、2 階に上がった。この

店の店長さんも中年女だがガイドさんとは昵懇の

間柄らしい。最初に何の飲み物が出たか覚えてい

ない。まさか私は中華料理を賞味するとは思いも

しなかった。そのことは尋ねもしてないが、ある

いは妻が頼んだのかもしれない。何か言うと面倒

な話が出るので、出来るだけ家では妻と口を利か
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ないことにしている。とかく女は老人の私にはう

るさく感じられるのである。

　最初に地物のエビのフライが出て、なるほどエ

ビの味は良かったが、またもこんなものを食わさ

れるのか、という思いであった。

　その次にフカヒレが急に出たのでびっくりし

た。確かに乾燥した魚のヒレが数個も皿の液の中

に浮かんでいるのである。食ったこともなかった

が、これは見ただけで分かった。特別うまいもの

でもないが、薄味の魚汁も悪くはなく、ヒレも口

に入れると固くもなかった。干物を柔らかくした

感じはあった。次に何が出たかはよく覚えていな

いがアワビのような気もする。

　これも似たような感じの物であったが汁気が

少なく、要するに大きなアワビを食えという皿で

あった。確か、大阪から近鉄に乗って賢島に行き、

そこの豪華料理屋で少しは食ったことがあるが、

丸ごとアワビが出たのは初めてであった。

　大きなアワビは台湾では取れないそうで、オー

ストラリアから取り寄せたものだそうだ。これも

確かに悪くはなかった。何しろ、朝飯を食いすぎ

ていて、食欲がないからうまい物もうまいという

ところまでいかないのであった。

　次にロブスターが出た。これがまた大きなヤツ

で、手足はないが、甲羅を除いた所にチーズと香

辛料を塗り込んでいた。何しろ量があるので、妻

も私もちょっと味を見ただけで、食べる気はしな

かった。ロブスターは人様から1～2度はもらっ

たことがあるが、その時には料理の仕方がわから

ず、ただ焼いて食ったが、見た目には豪華だが味

となると、うまいともまずいとも言えない代物で

あると思っていたのである。

　しかし、さすがにここの料理はなるほどと思わ

せた。これだけ出ると、うんざりだが、そこから

さらに、焼き飯が出る。何かおかずのようなもの

がついていたが、2 人とも食欲がないので、ちょっ

と口をつけただけであった。

　それで終わりかと思っていたら、次に燕の巣

というのが出た。名前は聞いたことがあるが、私

は果たして食べられるものかと思っていたのであ

る。それがどろんとしたスープの形で出て、その

中にタピオカの小さな粒のようなものがたくさん

浮かんでいた。燕が唾液を出して海藻など固めた

ものが、それらが塊になっているものを小さくし

たのであろうか。物珍しく、ともかくスプーンで

口に入れると、案外に口触りの良いものであった。

なるほど、肉ばかり食っていると、これは一味違

うごちそうであった。

　この台湾ではタピオカミルクティーというもの

が大流行で、これが華僑たちのお気に入り、世界

中の中国人にこの飲み物が広がっているそうであ

る。タピオカという澱粉を 5 ミリぐらいの透明

な粒にして、それをミルクティーの中にたくさん

浮かばせているという飲み物である。私も中台市

の店で飲んだが、量ばかり多くてどこがよいのか

わからなかった代物で、私のような年寄りの飲み

物ではなかった。周囲を見ると若者ばかりが、ポ

テトチップなどのスナックをつまみながら飲んで

いるのが目立ったものである。タピオカミルク

ティーなるものは若者には安いうえに、量がある

ので時間をつぶすにはもってこいの代物であるら

しい。

　なるほど、中国人は毎日、豚肉ばっかり常食に

していると、たまにはこういうものが口に入れた

くなるのか、と思われるほど口になじみ、まあ、

うまいといえばうまいという代物であった。

　この飲み物だけには私も少々感心したのであ

る。そのあとはパパイヤなんかの果物のような

ものが出て終わりであったが、初めて中華料理を

食ったという感じがしたものである。

　誰しも、多少は値段のことが気になるものだが、

8 千元ぐらいであった。1 元が 4.3 円ぐらいとい

うから、日本の金だと3万5千円ぐらいであろう。

それにしても、これだけのものが出て、この値段

なら安いと思う方が普通であろう。台湾では思わ

ぬ御馳走にありついたことになる。住所は最初に

書いておいたので、この中華料理が食べたい方は

訪ねることができると思う。

　ガイドさんは菜食主義だそうで何も食べないか

ら、少々気の毒であったが、良い店を知ってい

ることにはびっくりしたものである。熱心な JTB

台湾職員であった。

　まともな中華料理を初めて食べたので、この、

どうでもよい旅行も値打ちがあったといえよう。

（6 月 12 日　2017）

（6 月 12 日　2017）(
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　わが県には日本でも有数の弥生時代の遺跡があ

るのをご存知だろうか。　

　響灘に面する土井ヶ浜遺跡である。

　ここでは、北部九州を除くと圧倒的な数の「弥

生人骨」が出土している。保存状態の良い 300

体以上の人骨である。日本列島の特殊な土壌事情

（酸性土）のために、弥生時代の人骨の数は実は

驚くほど少ない。1990 年代ごろまでは、ほとん

ど「弥生人骨」は見つかっていなかった。土井ヶ

浜遺跡の墓地をおおった砂の中には、海岸から吹

き飛ばされてきた貝粉が多く含まれ、そのカルシ

ウムが溶解、アルカリ性砂地をつくり、また、骨

に浸透したために奇跡的に人骨が残ったのであ

る。

　この地では西北の強い季節風が吹きつけ、風は

黄砂を運び、大陸の匂いを伝えている。そのため

か、ほとんどすべての人骨は頭を東南にし、あた

かも西北の海の方に顔が向くように頭をもたげて

埋葬されていた。死してもなお、ふるさとを偲ん

でいるのだろうか。

　この遺跡は 1950 年代から九州大

学医学部の金関丈夫 博士らにより

精力的に発掘・研究され、世に知ら

れるようになった。形質人類学者で

あった金関博士は、土井ヶ浜弥生人

の特徴を調べ、この人たちは朝鮮半

島を含む大陸からの渡来者であり、

先住の縄文人と混血していったと発

表し、大きな反響を得た。

　先日、この土井ヶ浜遺跡・人類学

ミュージアムを訪れた。2 月の土曜

日の昼で、来訪者はぼく一人であっ

た。ここのドームは圧巻である。中

に入っていくと、発掘時を再現した

弥生という時代

山口大学　　しまふくろう

写真１　白波立つ土井ヶ浜。眼前には響きの海が広がる。

イラスト：司馬さやか
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ように人骨が配置され、一人で歩いていると、ま

るで黄泉の国に迷い込んだような不思議な感覚に

おそわれた。興味を引かれたのは、縄文時代には

ほとんどみられなかった「殺傷痕」のある人骨が

多々認められることである。骨に鏃が突き刺さっ

たままのものや何かで斬りつけられたか、殴打さ

れたあとが生々しい人骨がある。124 号人骨と

よばれるものには、全身に15本の矢が突き刺さっ

ていた。戦死者か、ひょっとしたら処刑されたの

かも知れない。

　夫婦と思われる合葬跡もある。興味深いことに、

一体は縄文人の人骨の特徴を有し、相方は弥生

人の人骨の特徴を有しているものがある。両人骨

は素人のぼくにでも容易に区別がつく。このよう

にして混交し、倭人と呼ばれる人々ができあがっ

ていった事実をみせられると、とても感動的であ

る。

　紀元前 1 万 3000 年～紀元前 800 年の、いわ

ゆる縄文時代の狩猟採集民の人骨を調査したとこ

ろ、暴力による骨損傷（殺傷痕）の割合は低く、

全期間の平均で 1.8% ほどであったとの山口大学

の中尾 央 らの報告と、この弥生時代の遺跡の人

骨の有り様をみると、深く考えさせられる。

　“倭国乱れた”との「後漢書」などの記載はど

うやら事実のようだ。わけても弥生時代中期～後

期の遺跡で子供や女性の人骨を含む虐殺や戦闘の

跡が見つかっている。特に鳥取県青谷上寺地遺跡

の発掘調査の報告は生々しい。弥生時代後期の溝

状の遺構に、堆積するような状態で大量の「殺傷

痕」のある人骨が見つかった。

　縄文時代と弥生時代は明らかに様子が異なる時

代である。紀元前 10 世紀末に北部九州で始まっ

た稲作や金属器を中心とした社会・政治・経済・

祭祀などの弥生文化は、数世紀をかけて近畿地方

へ伝播している。意外とゆっくりである。社会が

あらたな生活手段や文化を許容する場合、既存の

ものに比べ明らかに優れていないと、なかなか受

け入れないのは当然である。日本列島は豊かな“ま

ほろば”の土地であり、縄文人たちも 1 万年以

上前から当時の世界最高水準の生活レベルを維持

していたのであるから、おいそれとは生活スタイ

ルは変えなかったのだろう。

　したがって、両生活文化の境界ではさまざまな

軋轢があったであろうことは想像に難くない。人

類は農業を選択すると、たいがいの場合戦争を始

める。余剰生産によって人口が増え、農地を増や

さなければならなくなるからである。争いになれ

ば、強く賢い指導者が求められる。こうして、組

織的な戦争が始まったのだ。弥生文化において重

要な条件は平坦な土地と水の確保であった。人は

平等でも、土地環境はそうではない。豊かな条件

の土地とそうでないところがある。そこに争いが

写真２　出土した暗文を施した弥生の壷：洗練された
　　　　美しさがある

イラスト：司馬さやか
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起きる。例え一族・親戚や親・兄弟でも。いや、

それだからこそ争いはさらに激しくなる。これが

農家の次男であるぼくも見てきた、現在まで続く

人間の真実である。

　この点を了解した上で、弥生時代以降の列島

史を考えないと、ぼくたちは本当の日本史を見誤

ることになる。決して「名こそ惜しけれ」だけで

日本史が推移したわけではないだろう。本誌の読

者の多くは医科学者である。その「理性」でもっ

て、この列島で生まれ育った「倭人」が、その後

の律令国家の「国民」になる過程を含め、学んだ

教科書を離れて再考する時期が来ているのではな

いか。

　なぜなら、弥生時代は今に続く「日本人」のス

タート時点と考えるからである。この土台の上に

立って未来を見据えなければ、国の進路は見えて

こないと思う。

参考資料：

１.「土井ヶ浜遺跡と弥生人」

　　　土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム

２.「弥生時代の歴史」藤尾慎一郎

 講談社現代新書

３.「骨が語る日本人の歴史」片山一道

 ちくま新書

４.「魏志倭人伝・後漢書倭伝・宋書倭国伝

・隋書倭国伝」岩波文庫

　　　　後漢書倭伝：桓帝（147-167 在位）・霊

　　　帝「（168-188 在位）の間、倭国が大いに乱

　　　れ、かわるがわるたがいに攻伐し、歴年、主

　　　がいなかった。一女子がおり、名を卑弥呼と

　　　いった。年が長じても嫁にもゆかず、鬼神の

　　　道につかえ、よく妖をもって衆を惑わした。

　　　そこで、共に立てて王とした。」

５.「この国のかたち」司馬遼太郎　文藝春秋社

６.「街道をゆく」司馬遼太郎 朝日新聞社

７.「縄文という時代」

　　　山口県医師会報　平成 29 年 1 月号
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第 24回四万十川ウルトラマラソン出走記
～やむなくリタイアし、千載一遇のチャンスを逃した

宇部市　　金沢　　守

　私は 2018 年 10 月 21 日に高知県四万十市で

開催された“第 24 回四万十川ウルトラマラソン

100 キロの部”に出場しました。結果は約 68 キ

ロ地点で、やんごとなき事態が発生し、そこでリ

タイアしています。私は過去に 3 度、四万十川

ウルトラマラソン 100 キロの部に出場していま

す。この大会は抽選型大会で、なぜか西暦でも元

号でも偶数年には当選しています。

　過去の戦績は以下の通りです。

　　2012 年　10 時間 04 分 24 秒

　　2014 年　10 時間 25 分 02 秒

　　2016 年　11 時間 06 分 01 秒

　2012 年に出した記録は長く私の 100 キロウ

ルトラでの自己ベストでした。2018 年 6 月の

サロマ湖ウルトラマラソンで 10 時間 1 分 13 秒

という何とも際どい記録を出してしまったので、

6 年ぶりに自己ベストの座を明け渡しています。

2016 年の記録が低調なものに終わってしまった

のは、2015年8月に大怪我（第2頚椎歯突起骨折）

をしたことが影響したのは否めません。2015 年

11 月に退院しましたが、運動を再開したのが同

年 12 月のことだったからです。2016 年 2 月の

東京マラソンでフルマラソンへの復帰を果たしま

したが、4 時間を切ることが出来ませんでした。

　レース前日の私の旅程は以下のようになってい

ます。

　　新山口　  9：46　→　岡　山　10：52

　　岡　山　11：05　→　高　知　13：41

　　高　知　13：49　→　中　村　15：31

　サロマ湖ウルトラに行く時ですら、12 時まで

働くことは可能なのに、距離的には近い四万十市

に行くのに、土曜日の午前中から出発しなければ

ならないのは不本意でした。四万十川ウルトラマ

ラソンは大会前日の 11 時から 18 時の間に受付

を済ませなければなりません。事前にゼッケンを

郵送してくれるサロマ湖ウルトラとは違います。

　四万十川ウルトラマラソン 100 キロの部の

コースは序盤（15 ～ 20 キロ）に結構きつい坂

があります。そして中盤（55 キロ過ぎ）にも、

序盤の坂に比べたら大したことはありませんが、

ちょっとした坂があります。ちなみに、サロマ湖

ウルトラはコースの標高差は 195m であるのに

対し、四万十川ウルトラは 850m あるので、こ

の数字だけを比較すると、明らかにサロマ湖の方

が記録は出やすそうです。

　作戦としては 2018 年のサロマでも実行した小

エイドで費やす時間は 10 秒以内、大エイドで費

やす時間は 60 秒以内のルールを徹底的に守ろう

と考えてレースに臨みました。なお、小エイドと

は水分やバナナやパンなど簡単な食べ物を準備し

てあるエイド、大エイドとはそのエイドに預託す

ることが出来る専用のバッグがあり、そこでウェ

アやシューズを着替えたり、自分の食べたい物を

その袋に入れておいて食べることもできるエイド

を指します。ラスト 10 キロでサブ 10、即ち 10

時間以内での完走の可能性が少しでも残るような

展開に持ち込みたいと考えていました。

　なお、中村駅近くにはコンビニもちょっと離

れたところにしかありません。近くに美味しい物

を食べることが出来る店もなくはないですが、お

そらくそんな所に寄っている時間的余裕はありま

せん。又、中村駅構内に売店はありますが、夕方

にはもうほとんどの食べ物は売り切れています。

車内で何か食べたいと思うなら、前日にコンビニ

でパンなどを購入しておかなければ、えらい目に

遭います。高知駅の売店も早い時間に閉店します

ので、中村駅を出てから岡山駅に着くまで何も買
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うことが出来ないという悲劇を私は一度経験して

います。

　レース当日の高知県四万十市の天候は晴れ、最

低気温は 10℃を下回っていました。私は午前 2

時半に起床し、午前 4 時前に中村駅前からスター

ト会場となる蕨岡中学校まで向かうシャトルバス

に乗り、4 時 20 分頃にはスタート地点に到着し、

手荷物を預託しています。急に冷え込みが厳し

くなったので、既にウェアには着替えていました

が、更衣室となっている体育館に避難しています。

四万十川ウルトラマラソンではスタート地点に松

明が灯されます。この松明で暖を取る選手がたく

さんいました。しかし、日中の最高気温は 23 ～

24℃まで上がっています。風は涼しかったので、

決して走りにくいコンディションではありません

でした。手元の Garmin935XTJ（GPS 機能付き

腕時計）の計測によれば、68.42 キロを 6 時間

28 分 57 秒かけて走り、3,585 カロリーを消費

しています。平均ペースはキロ 5:41 分、平均心

拍数は 142bpm、最高心拍数は 172bpm、高度

上昇は762mでした。もし、不測の事態が生じず、

普通に 70 キロを通過したとしても、7 時間まで

は 20 分程度の貯金があったと思います。先にも

述べましたが、四万十川ウルトラには 2 箇所の

難所があります。68 キロ地点では、既にこの 2

箇所の難所は終わっています。ちょっとしたアッ

プダウンはありますし、ゴール前に一ヶ所、激坂

がありますが距離は短いです。残り 32 キロをキ

ロ 6 分ちょいのペースで走っても、どうにかサ

ブテンは達成出来ると踏んでいただけに、悔しい

幕切れになりました。

 

　しかし、2018 年にはサロマ湖ウルトラ 100 キ

ロの部で、僅か 10 キロしか走れず、やんごとな

き事情によりリタイアしたことを思えば、この日

はまだマシだったと思います。

　私は特別にウルトラ対策の練習はしません。ほ

ぼ毎朝 14 ～ 15 キロを走るだけです。それでも

何とかなるという自信を得ることは出来ました。

まだ体力や気力が限界に達してい

ないのにリタイアするのは辛いで

す。しかし、自分自身のレースよ

りももっと優先しなければならな

いことが生じる時もあります。そ

して、そんなアクシデントは何故

か遠方で行われている大会の真っ

最中に起きることが多いのです。

詳しくは触れませんが、山口に少

しでも早く戻らなければならない

事態が発生したため、私は競技を

中断しています。
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　形としては手ぶらで帰ること

になっていますし、一生に一度で

いいからサブテンをやりたいと

いう願いは叶いませんでした。

又、土曜日を臨時休診にしてまで

参加した大会がリタイアとなって

しまったことについても思うとこ

ろはありました。

　リタイアを決断した判断は間

違っていなかったのですが、リタ

イアバスがなかなか来なかったこ

とや、そのバスも大会に出場して

いる選手達が走る狭い道路を走る

ので、フィニッシュ地点に到着するのに異様に

時間が掛かっています。そのため中村駅発 13 時

24 分の電車に乗れなかったため、15 時 10 分発

の電車に乗らざるを得なくなり、山口に戻るのが

望外に遅くなってしまいました。

　私はこれからも遠方で開催される大会に出場

すると思います。私も 2018 年 11 月には 55 歳

になりました。一般的に 55 歳を過ぎると、もう

記録を伸ばすのは難しいと言われています。しか

し、今回、6 年前の自分の記録を超える可能性を

感じながら走っていたことは自信になりました。

四万十川ウルトラにはこれまで通りの確率でいけ

ば、2019 年は落選する予定ですが、長距離走の

女神が気紛れに私の微笑んでくれる可能性もまだ

ゼロとは言えません。気力と体力が続く限りは、

もう少し悪あがきを続けようと思っています。
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　インフルエンザワクチン接種の季節がやってき

ました。

　9 月最終週に最初のインフルエンザ患者さんが

来院した年があって以来、スタッフには 10 月初

旬から 1 回目の予防接種をするようにしていま

す。患者さんには 10 月後半から接種を開始しま

すが、本番は 11 月からです。

　最初に来院されるのは、お年寄りの患者さんと

1 回目接種の子どもたちです。赤ちゃんから 2 ～

3 歳までは、何が起こるかわからないので普通に

診察室に入ってきて、みんな大泣きしながら出て

行きます。3 歳過ぎからは「何かヤバイ」と思う

のでしょうか、 入る前からベソをかく子が出てき

ます。泣きながら退室すると外で待っているお年

寄りが褒めてくれ、泣き顔から笑顔に戻ります。

　小学生くらいから、

　「僕はバイキンに負けないように頑張る！」

と意地を張る子が出てきますが、注射後はやはり

少し涙目。11 月前半は日本全国、こんな風景で

しょうね。

　11 月後半になると、小学校高学年、中学校以

上の子が増えてきます。もう泣く子はいません。

親御さんより背が大きくなった子、声がわりをし

た子、ヒゲが生えた子（子？）、言葉遣いも大人

びてきます。学年が上がるにつれ病気にかからな

くなるので、久しぶりに顔を見る子が来院し、時

の流れを感じます。地元に帰って 18 年、初期の

頃の子どもたちがそろそろ親になって子どもを連

れて来るようになり、まるで孫を見るような気分

になります。

　12 月に入ると、2 回目接種の子どもたちと、

働く世代が主体になります。補助が出たり集団接

種を行う職場が増えているのは、集団免疫効果が

期待できるのでとても良いことだと思います。

　2 回目接種の子どもたちはハナから警戒してい

ます。

　「セキもお鼻も出ないのに、何で私は病院に来

たの？あっまさか !?」

こうして子どもたちは大きくなっていくのです。

　12 月後半になると、本物のインフルエンザ患

者さんが来院するので、注意が必要です。当院は

予防接種専用の時間帯を設定していないので、診

療時間内のいつでも接種できます。ある時点から

発熱患者さんは隔離室へ入れるようにしています

が隔離するかどうかの見極めはかなり困難で、第

一例がいつ出るか、毎日ヒヤヒヤしながら接種

しています。10 年ほど前から、有志で作られた

インフルエンザ流行前線情報 DB（https://ml-flu.

children.jp/index.php）に登録しており、このサ

イトは前年に第一例が出た日を自動で知らせてく

れます。2017年は11月 22日でした。2009年、

いわゆる新型インフルエンザ発生の時は初発は 8

月 22 日との記録が残っており、“新型”の特殊

性がよくわかります。

　インフルエンザの流行情報は、以下が有用です。

　　・ 国立感染症研究所

　　　　感染症発生動向調査週報

 　　　　https://www.niid.go.jp/niid/ja/idwr-dl/

2018.html

　　・学校欠席者・感染症情報システム

　　　　 https://scl11.953862.net/

schoolkoukai/view_all.php

　　・山口県感染症情報センター

　　 　　http://kanpoken.pref.yamaguchi.lg.jp/

jyoho/page2.php

インフルエンザの季節

光市　　広田　　修




